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１ かながわ都市マスタープランの概要

即す 反映

２

①概ね20年後を展望した広域的な都市づくり
の基本方向を示し、土地利用、社会資本整
備、市街地整備を総合的かつ計画的に推進

②総合計画の県土・まちづくり分野における
基幹的な計画

③都市づくりに係る個別計画や法定計画であ
る「都市計画区域の整備、開発及び保全の
方針」の指針となる

（１）目的・役割
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１ かながわ都市マスタープランの概要

（２）構 成

第１章 これからの都市づくりに向けて
１ 時代の変化と見通し
２ これからの都市づくりの課題

第３章 都市圏域別
都市づくりの基本方向
１ 川崎・横浜都市圏域
２ 三浦半島都市圏域
３ 県央都市圏域
４ 湘南都市圏域
５ 県西都市圏域

第５章 部門別都市
づくりの方針
１ 土地利用の方針
２ 社会資本整備の方針
３ 市街地整備の方針

第６章 都市づくりの推進
１ 県と市町村の連携による都市づくりの推進
２ 多様な主体による都市づくりの推進
３ 計画のモニタリング

第２章 都市づくりの基本方向
１ 県土・都市像
２ 県土・都市づくりの基本方向

第４章 広域的な視点
に立った取組み
１ 京浜臨海部再編整備
２ 公園文化交流半島整備
３ 相模連携軸総合整備
４ 県西地域総合整備
５ 相模湾沿岸地域総合整備
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１ かながわ都市マスタープランの概要

（３）特徴①「環境共生」の方向性 （改定素案概要版Ｐ11）
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１ かながわ都市マスタープランの概要

（３）特徴②「自立と連携」の方向性 （改定素案概要版Ｐ12）
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①前回改定（平成19年）から10年以上が経過

②将来を展望すると、気候変動の影響などによる災害の頻発
・激甚化やＩＣＴの技術革新といった社会経済情勢の変化
などが見込まれる

２ 改定の趣旨

（１）改定の趣旨

※新型コロナウイルス感染症への対応
現時点では、都市づくりにどのような影響を与えるのか検証を行うことが困難
であるため、改定素案では課題認識があるなどの記載に留め、今後、国の動向
に注視するとともに県政策局との連携や有識者ヒアリングを行うなどして検討

これらに的確に対応した都市づくりを

進める必要があるため、本プランを改定
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本編（H19.10改定）

県土全体の広域的な都市づくりの基本方向を
示す

２ 改定の趣旨

（２）プランの１本化（これまで別冊となっていた３つの計画）

地域別計画（H22.11改定）

県土を５つの都市圏域に分けて都市づくり
の基本方針を示す

（趣旨）

気候変動の影響などによる災害の頻発・激甚化への
対応なども併せて、全体整合を図りつつ本プランと
１本化

かながわ都市マスタープラン
県土全体の広域的な都市づくりの基本方向を示す

津波対策編（H25.３一部改訂）

東日本大震災の発生を踏まえて本県の津波対
策の考え方を示す

（趣旨）

右記の移行を踏ま
えて、圏域共通の
考え方、各圏域の
課題、地域の拠点
都市連携軸につい
て、全体整合を図
りつつ本プランと
１本化

都市計画区域マスタ

ープラン（H28.11告示）

①都市圏域の都市計画の

方針

②都市計画区域の都市計

画の方針

基本方針（主な内容）が

法定計画である都市計画区
域マスタープランに移行
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現行プランにおける「持続可能な県土・都市づくり」など
の基本方向は踏襲しつつ、新たな課題への対応の方向性を
示していく必要があると整理

３ 改定素案の概要（主な改定内容）

（１）現行プランの検証結果

①今後の神奈川の都市構造分析調査

・人口、世帯数 ・インフラ

・土地利用 ・産業

・住宅 ・災害

・交通、流動 ・環境・エネルギー

②多層・多機能型都市構造に基づく分析調査

・広域課題：産業・観光・環境・防災

・地域課題：土地利用・社会資本・地域づくり

↓

・県土で受け止める課題を整理

③都市づくりの課題・論点整理

・社会経済情勢の変化への対応 ・県内諸計画との関連

・国土形成計画（首都圏広域地方計画）への対応 ・市町村マスタープラン、要望の反映

・関係法令の改正、各種制度創設への対応 ・新たな視点などへの対応

④改定の方向性検討、改定素案の作成

〇検討内容

〇検証結果

有識者への意見聴取

庁内・市町村連絡調整会議
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３ 改定素案の概要（主な改定内容）

現行プラン（2007年） 改定素案（2020年）

展望時期 2025年 2040年代前半

県土・
都市像

地域の個性を伸ばし、やす
らぎと活力を感じる都市
かながわ

地域の個性を伸ばし、活力と魅力
あふれる強靱な都市 かながわ

基本方向 「開発基調・量的拡大」か
ら「質的向上・県土の利用
と保全」を重視する方向へ
転換

ＳＤＧｓの理念の共有、「県土の利
用と管理」、「スマートシティ」、
「ダイバーシティ（多様性）」、
「レジリエンス（強靱性）」といっ
た観点を重視し、民間活力の活用、
特区制度などとの連携も図りながら、
人を引きつける魅力ある都市づくり
を進める

選択と集中による社会資本整備、
既存ストックの有効活用、都市
づくり関連制度の積極的運用

選択と集中の徹底による社会資本整
備、ストック効果の最大化、都市づ
くり関連制度の積極的運用

（２）都市づくりの基本方向
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①人口減少社会の本格化などを踏まえた都市づくり

〇地域の実情に応じた「コンパクト＋ネットワーク」の形成

〇観光振興、地方創生、居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成など

②産業構造の転換などを踏まえた都市づくり

〇リニア中央新幹線による国土構造の変革、羽田空港の国際線増便、首都圏

３環状道路の概成などを生かした都市づくり

〇特区との連携（３つの特区）など

３ 改定素案の概要（主な改定内容）

（３）社会経済情勢の変化などへの対応
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③2050年脱炭素社会の実現などを踏まえた都市づくり

〇再生可能エネルギーの導入、エネルギーの利活用を最適化するスマート

コミュニティの形成、次世代自動車の普及促進

〇都市農地の保全・活用、自然環境が有する多様な機能を活用するグリーン

インフラの推進など

④気候変動の影響などによる災害の頻発・激甚化などを
踏まえた都市づくり

〇地震や風水害などへのハード・ソフト一体となった防災・減災対策の推進
〇地域の実情に応じたハザードエリアにおける土地利用規制・誘導、無電柱
化の推進、地籍調査の促進など

３ 改定素案の概要（主な改定内容）
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⑤ＩＣＴの技術革新などを踏まえた都市づくり

〇ＩＣＴなどの新技術を活用したスマートシティの形成

〇完全自動運転、様々な移動を一つのサービスとして捉えるＭａａＳなどに

よるスマートモビリティ社会の実現の促進など

⑥既存ストックの老朽化、官民連携の進展などを踏まえた
都市づくり

〇インフラの予防保全による長寿命化、既存ストックの多機能化
〇ＰＰＰ/ＰＦＩ、ソーシャルビジネス、クラウドファンディングの活用、都市
計画基礎調査のオープンデータ化の推進など

３ 改定素案の概要（主な改定内容）
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４ 今後の予定

令和２年10～11月 改定素案に対する県民意見募集

令和３年２月 県民意見を反映した改定案のとりまとめ

２～３月 神奈川県都市計画審議会に改定案を報告

３月 本プランを改定・公表



第２３６回
神奈川県都市計画審議会

令和２年10月20日


